
浸炭鉄の人工的引き延ばしによる新規 CNF の成長 

Growth of novel CNFs with pulling carburized Fe artificially 
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前回、我々は浸炭鉄の膨張破断面から成長する新規のカーボンナノファイバー(CNF)の成長につ

いて報告した[1]。純度 5Nの高純度鉄箔を酸化して 850℃で浸炭熱処理すると、還元鉄の形成とと

もに炭素が析出する。この炭素の析出に伴って浸炭鉄表面が膨張破断し、その亀裂部をブリッジ

するように CNFが成長する現象を見いだした。ここで、炭素の供給源は浸炭鉄から析出した炭素

であり、膨張に伴う炭素原料の引き延ばしで CNFが成長しているように観察された。そこで今回

は、炭素供給のない真空中で浸炭鉄を人工的に引き延ばして破断させることにより、浸炭鉄端面

からの CNF架橋成長を検証することにした。 

厚さ 50μmで純度 5N の高純度鉄箔を酸化し、アルゴン中 5%のアセチレンガスをフローしなが

ら 850℃で熱処理した。その後、反応管内を 10
-4

Pa に減圧して、850℃で浸炭鉄を図 1のように機

械的に引き延ばして破断させた。図 2 は破断した浸炭鉄端面に成長した CNF の SEM 像である。

浸炭鉄端面に長さ 20μm程度の CNFが直線的に成長していることがわかる。CNFの形状はシート

状であり、CNFの先端を拡大すると、先端が引きちぎられたような形状をしていた。ここで成長

した CNFは浸炭鉄から染み出した炭素を原料として、端面の引き離しに伴ってフィルム状に成長

したファイバーであることを示唆している。 

 

[1] 日方他 第 60 回応用物理学会春季学術講演会 28a-G12-7(2013) 

       

図 1 CNFの成長プロセス             図 2 浸炭鉄端面に形成された CNFの SEM像 
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